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日本藻類学会第 16回 大会プロゲラム

第 1日目 (3月30日)

8: 50 大会会長挨拶 三浦昭雄

講 演(午前の部)

9:00(1) 青森県白糠産紅藻ヒナノリ属の一種の培養

0能登谷正浩・有賀祐勝(東水大・藻類)

9 : 15 (2) 江ノ島産アノレパアマノリの培養

能登谷正浩*・ 0松雄雅宏、*・有賀祐勝*・三浦昭雄**(*東水大・藻類**東水大・藻類

増殖)

9 : 30 (3) 江ノ島産ヤプレアマノリの生長と成熟に及ぼす温度，照度，日長の影響

能登谷正浩*・ 0菊池則雄事・有賀祐勝*・三浦昭雄**(市東水大・藻類**東水大・藻類

増殖)

9 : 45 (4) 褐藻エゾプクロの生活史，及び somaticdiploidizationについて

o Deshmukhe， G. V.・舘脇正和(北大・理・海築研)

10 : 00 (5) セイヨウハパノリ(褐藻，カヤモノリ目)の生活史について

小亀一弘(北大・理・植物)

10 : 15 (6) コンブ目の胞子体初期発生と分裂組織形成

o小亀安代・川井浩史(北大・理・植物)

10 : 30 (7) 管状緑藻アシツキイトゲ属 Pedobesiaの細い細胞糸をもっ種の分類

0高原隆明*・千原光雄**(*専修大・商，料日;赤看護大)

10 : 45 (8) 褐藻クロガシラ目 Sphacelariasessilis TakamatsuとS.pyriformis Nodaの正体

o北山太樹・吉田忠生(北大・理・植物)

11:00(9) 沖縄本島辺野古で採集されたホンダワラ類の一種について

鯵坂哲朗(京大・農・熱帯農学)

11 : 15 (10) ダジシフォニア属(新称) (紅藻，ダジア科)の 1新種

梶村光男(島根大・理・臨)

11 : 30 (11) 紅藻キクソゾとミツデソゾの形態学的並びに成分分類学的研究

0増田道夫*・鈴木 稔**・鈴木輝明柿(*北大・理・植物**北大・理・化学)

11 : 45 (12) 千葉県におけるオオイシソウ属植物の分類と分布

吉崎誠(東邦大・理・生物)

12 : 00~13 : 00 (昼休み)

講 演(午後の部)

13 : 00-13 : 30 特別講演

Developing new model systems in a1gal cell biology: the flagellate a1gal cell 

Dr. M. Melkonian (Botanisches Institut， Universitat zu K凸In，F.R.G.) 
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13 : 30 (13) オーストラリア北東部のマングロープ河川城より分離したラフィド藻の 1種について

o堀口健雄*・原 慶明榊(*信州大・教育，判筑波大・生物科学系)

13 : 45 (14) 地衣類の共生藻，緑藻 Trebouxia属の一新種

0猪股秀一・中野武登・岩月善之助(広島大・理・植物)

14 : 00 (15) 鮪状地衣 Megalosporasulphurata Meyen var. sゆhurataから分離された共生藻

o飯回高明・中野武登・岩月善之助(広島大・理・植物)

14 : 15 (16) カサノりのかさの造形

石川依久子・ 0広部真理子・箕輪一幸(東京学芸大・生物)

14: 30 (17) 北海道産コンプ類の生活型と形態の特徴

佐々木茂(函館水試・増殖・海藻)

14 : 45 (18) 北海道厚岸産オニコンブ Lami，間同・'adiabolica Miyabe (コンプ目)の形態変異について

川嶋昭二(函館市)

15 : 00 (19) ミツイシコンブ遊走子形成の形態観察，特に微小管骨格の動態

本村泰三(北大・理・海藻研)

15 : 15 (20) シワヤハズ(アミジグサ目，褐藻)の生殖器官の形態

田中次郎*・福田礼子**(*国立科博・植物，糾山梨大・教育)

15 : 30 (21) 川崎市産の緑藻 Characioch/orissp.の形態と生活史

野崎久義(慶応義塾高校)

15 : 45 (22) 褒状緑藻キッコウグサ D伝tyosphaeriacav抑制の特異な染色体分離法

姻輝三*.榎本幸人肺(*筑波大・生物科学系，柿神戸大・理・生物)

16 : 00 (23) 地衣類共生藻 η~bouxia 葉緑体にみられるピレノイド・核様体復合体

0宮村新一・堀輝三(筑波大・生物科学系)

16 : 15 (24) 灰色藻，Cyanophora tetr，問)laneaKorschikovの形態と微細構造

0須田彰一郎*・渡辺信紳(*日本ロシュ研，紳国立環境研)

16 : 30 (25) 4本鞭毛をもっハプト藻の細胞構造の綴察と分類

0河地正伸・井上勲(筑波大・生物科学系)

16 : 45 (26) 接合藻数種の生活史と核 DNA量の変動

0坂東忠司*・木津さおり判(*京都教育大・生物，判松下ソフトリサーチ)

17 : 1O~18 : 00 (総会)

18 : 00~20 : 00 (懇親会)於:大学会館食堂

第2日目 (3月31日)

講 演(午前の部)

9: 00 (27) 潮間帯海藻の垂直分布と温度特性

0杉山篤志・前川行幸・喜田和四郎(三重大・生物資源)

9 : 15 (28) 駿河湾における潮間帯海藻群落の Zonationについて

林田文郎(東海大・海洋)

9 : 30 (29) 越喜来湾のエゾノネジモクの生態について

0小河久朗・川口:祥子・藤川義一・南憲生(北里大・水産)

9 : 45 (30) イワノり類の分布に及ぼす沖縄島地形と冬期季節風および日照度の関係

当真武(沖縄県水試)



90 

10 : 00 (31) 北海道南部のサンゴモ属 turfの構造と環境が動物相に及ぼす影響について

0秋岡英承*・馬場将輔帥・正置富太郎*料・ H.W. ジョハンセン材料(*北教大・函館

・生物，林海生研，紳*北大・水産・植物，材料クラーク大・生物)

10 : 15 (32) 磯焼けについて

藤田大介(富山県水試)

10 : 30 (33) 気生藻類群落の季節変化

0半田信司*・中野武登料(*広島県衛連，料広島大・理・植物)

10 : 45 (34) シャジクモ類の微細潔類プランクトンに対するアレロパシー効果

秋山優(島根大・教育・生物)

11 : 00 (35) 環境汚染指標生物としてのミカヅキモ (Clos.的 iumehrenbergiz)の有用性について

演田仁(富山医薬大・医)

11 : 15 (36) 福田川河口(神戸市)における珪藻遺骸群集の遷移

11 : 30 (37) 

11 : 45 (38) 

0熊野茂*・西海将雄*・奥泉剛*・佐藤裕司**(*神戸大・理・生物，料兵庫県人と

自然博物館準備室)

褐藻カヤモノリにおける rDNAの一次構造の解析

0藤井哲也・加藤敦之・ JII井浩史(北大・理・植物)

16SリボソームRNA(rRNA)塩基配列から緑藻ハネモ属の系統解析を試みる

0御園生拓・瀬戸真美子(山梨大・教育・生物)

12 : 00~13 : 00 (昼休み)

講 演(午後の部)

13 : 00~13 : 30 展示講演

(39) 髪菜 Nostocjlagelliforme (藍藻)の生育地と生育状況

有賀祐勝(東水大・藻類)

(40) カワノリの新産地

0横井敬*・庵谷晃**(*元東水大・資源維持，糾東水大・藻類)

(41) 緑藻，カエトフォラ目.Dilabifilumの一新種

O中野武登・飯田高明・岩月善之助(広島大・理・植物)

(42) カジメ海中林の生産力推定モテソレ

0前川行幸・杉山篤志・喜田和四郎(三重大・生物資源)

(43) 紅藻オゴノリ類の高 CO2条件下での培養

0高 坤山*・有賀祐勝料・浅田浩二料*・石原利章材料・赤野 徹判**・清原正高****

(*関西総合環境センター，柿東水大・藻類***京大，材料関西電力)

(44) 初等中等教育段階における藻類の扱われかたの問題点

o片山吉子康・皆川富美(東京学芸大・生物)

13 : 30 (45) スサピノリの紫色型色素変異体の遺伝分析

0二羽恭介*・申 宗岩柿・三浦昭雄特・有賀祐勝*(*東水大・藻類，材東水大・藻類

増殖)

13 : 45 (46) 紅藻スザピノリのプロトプラストの培養

0駒崎健・有賀祐勝(東水大・藻類)

14: 00 (47) コンブ目植物配偶体の凍結保存の試み

0坂西芳彦*・暖峨直恒糾(*水産庁・北水研，判東海大・海洋)



14 : 15 (48) 

14 : 30 (49) 

14 : 45 (50) 

15 : 00 (51) 

15 : 15 (52) 

寒海性コンブ目植物の光合成一温度特性について

坂西芳彦(水産庁・北水研)

ナンブワカメの糸状体と胞子体における光合成一温度特性の違い
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0斎藤宗勝*・片山智康判・横浜康継*材(*盛岡大短大，料東京学芸大・生物*判筑波

大・下回臨海実)

南極産緑藻の温度適応、 10光合成活性と耐凍性

o長島秀行*・小西 徹紳・権回武彦*(*東京理科大，紳日本油脂)

岩手県湯川温泉より分離した 2種の藍藻の形態と耐熱性

0萩原富司*・渡辺 信**(*環境研究センター，糾国立環境研)

ハプト藻 Gephyrocapsaoceanicaによる CO2周定

o樋渡武彦*・津口友宏*0 徳田 康*0 高坤山林・岡崎恵視*柿・石原利章材料・赤野

徹****.清原正高紳**(*日本エヌ・ユー・エス，判関西総合環境センター*紳東京学

芸大・生物，材料関西電力)

15 : 30 (53) 円石藻(ハプト植物門)の光合成におけるカーボニッタアンヒドラーゼの役割

O岡崎恵視・有賀秀二・岡村好子(東京学芸大・生物)

15 : 45 (54) Dunaliellaの溶解酵素に関する研究

O畠中芳郎・小林 修・東原昌孝・檎山圭一郎(大阪市工研)

16 : 00 (55) 紅藻胞子の自家着生阻害物質(アレロケミカノレ)についての検索

0舘脇正和*・鈴木稔**(*北大・理・海藻研，糾北大・理・環境化学)

16 : 15 (56) ラン藻 Microcysti・s属 3株の脂肪酸組成について

o池谷和則*・山本銘子*・渡辺真之材(*明治大・農・農化，料国立科博)

16 : 30 (57) 接合藻の増殖に及ぼす洗剤の影響

16 : 45 (58) 

O吉田智成*・坂東忠司糾・桐山卓也**0 山下 真***(*京都府立蒐道高，料京都教育

大・生物*林神戸市立雲中小)

羽状ケイ藻今ηedrarumpens var 0 familiarisの形態変異(2 ) 

0栗原美香*・小林艶子*・福島 博幹・藤田晴江*紳(*横浜市大・生物，紳東女体大，

紳*神奈川公衛試)

編集委員会 3月29日(日) 15: 00~16 : 00 資源育成学科会議室

評議員会 3月初日(日) 16 ・ 00~17 : 00 資源育成学科会議室

ワークショ 01プ(海苔栽培業見学会): 3月27日(金)現地集合

3 月 27 日 ~3 月 28 日
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注意

受 付 講義棟 3階で 3月30日(月)午前8時30分から行います。当日の参加申込みも受付けます。

一般講演 1講演15分(1鈴10分 2鈴12分，討議3分)です。時聞は厳守して下さい。進行に関しては，

進行係の指示に従って下さい。スライド(作成要領は会誌39巻4号を参照)は，会場入口のス

ライド受付に講演開始30分前までに提出し，講演終了後は各自忘れずにお持ち帰り下さい。

展示講演 展示説明は 3月31日午後 1時から午後 1時30分まで行います。展示物(作成要領は会誌39巻

4号を参照)の貼付けは30日午前中にお願いします。

懇親会 懇親会は 3月30日(月)午後6時から大学会館(会場の北隣)で行います。大会当日の参加

申込みは若干余裕がありますので，大会受付まで早めにお申し出下さい。

間合わせ先:108東京都港区港南←5-7東京水産大学資源育成学科

日本藻類学会第16回大会準備委員会

電話 03(3471) 1251 内線 437(大葉)， FAJ{ 03(3474)2165 

会場 案内図

会場:108東京都港区港南←5-7 東京水産大学講義棟 3階

交通 :JR線・京浜急行線品川駅下車，同駅東口(港南口)から東へ徒歩約15分。
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旨

一般講演

(l) 0能登谷正浩・有賀祐勝:青森県白糠産組嘉ヒ
ナノリ属の一種の培養

要講演会大回16 第会類学藻本日

一向一

青森県下北郡白糠の沿岸で得られたアナメの藻体上

に生育していたヒナノリ属の一種を分灘、培養して生

活環を観察した.直立葉状体からは、単胞子や栄養細

胞の放出、葉片の分離など3つの繁殖形態カ認められ

た.放出された単胞子と栄養細胞の多くは、発芽して

糸状に細胞が連なる体、盤状体、これら両者を合わせ

持つ体に生長したが、稀に境状体や直接禁状体ヘ生長

するものも認められた.糸状体からは単胞子が放出さ

れ、再び糸状体や盤状体になった.盤状体は生長し

て、単胞子を放出するとともに、中央部分から一層細

胞の袋状の体が形成され、それが生長すると一部が破

れ、直立葉状体となった.塊状の体からは単胞子カ敬

出され、その発芽体は糸状体や盤状体から放出される

単胞子と向様の紐歯をたどった.また、直接葉状体へ

生長した発芽体は着生するととなく生長して成熟し

た.温度 (10-30"C)、 照度(1-8kll1X)、日長(14L: 
10D、10L:14D)を組み合わせた培養条件下では、温度

が25"C以上では生育できない乙と、日長およE照度に

関係なく成熟する乙と、生長は15"Cで最も速く、 2か

月閣の通気情養で禁状体は約4印刷こ達するとと、更

に、本藻の生活環は P.coccinea VBr. dawsoniiとほ

ぼ同様であることなどが分った東水大・藻類)

(2) 能登谷正法・ '0松尾雅志・・有賀祐勝・
三浦昭雄..江ノ島産マルパアマノリの培養

神奈川県藤沢市江ノ島で得られたマルバアマノリか

ら果胞子を得て，生活環と生長，成熟に及ぼす温度，

照度，日長の影響を調べるため，糸状体は温度 00-

30・'C)，照度(1-8klux)，日長(14L:100， 10L: 140)を，

葉状体は温度00-25・C)，照度(4klux)， 日長OOL:

140)を組み合わせて培養した。糸状体は10-25'Cで
生育し， 20'Cの長日条件下で最も速かった。いずれの

温度，日長でも，照度による生長の差は認められな
かった。殻胞子褒の形成は. 日長に関係なく 20及び

25'Cで見られ，特に25'Cの短日条件下で最も速し培

養2週目から始まり 5週自には全ての糸状体に形成

された。殻胞子褒形成率は高照度ほど短期間に上昇し

た。糸状体の生長は殻胞子嚢の形成が始まる時期に遅

くなる傾向が認められた。葉状体の生長と成熟は15'C
で最も速く， 5週目には葉長25皿に達して精子が 7
週自には果胞子が形成された。 20・Cでは 7週目に葉長
111皿に達して精子が形成された。単抱子の放出は15-
25'Cで葉長 l凹に逮する培養2週目から認められた。

25'Cでは単胞子の放出により葉長2回以上になること

はなく， 10週間の培養でも精子と果胞子の形成は認め

られなかった。 10'Cでは培養10週目でも業長約3凹に
とどまり，精子と果胞子の形成は認められなかった。

15及び20・Cでは，葉状体は天然のものより細長くなっ

た。

Mc1k<姐an，肱:Devcl句血司~ ncw modcl可前畑sin
aJgal cell biOJO&Y: the oai凶ateaJgal cell 

百 .elec佃re叫 review strateiP凶 empl~凶 ω
d巴~elop new model systems for algal cell biology 
凶曙 E郁 llategreen algal cells. In particular the 
model syste哩sused in our 1抽oratoryto address 
questi阻 s about 也巴 S仕uct町e， function 組 d
dewlopment of 血e cytoskelet叫 analysis of 
phoω凶 s，組dGo幅白血ctionduring biosysthesis of 
総 d凶柑11be pr四回tOO阻 ddiscussed in detaiI. To 
se~e as a model sys飴血血 O明血，mneeds to fulfill 
certain req.凶rementsincluding: reproducible rapid 
growth; at least partial synchronization of曲eωH
cycle祖d!or勾nchronizatio温 of也ecell叫arproces温
阻 dぽ S同dy;possib出6凶 to di鑓ect 血.e cell叫釘

proc岱 s using a1I possible methods including 
biochemi回L 阻 d molec叫紅 阻aI同s; and 
reconstituti阻 of∞llul釘 functio凶 in 司IItro using 
different le崎，lsof subcellular∞皿.pl剖ty.

The cell biology of two model flagellat白羽且 be
pres阻 ted:1).s，nermato:zonsis血塩 (amodel for the 
s回 cture， functi佃血d developm叫 of 白巴

cytoskeleton and for photo畑ポs)，and 2) .s盛低血liiI
d出畠 (a model for Go出向且ction during scale 
biogen民is).The discovery of the or伊nisms，白血

re∞匝.tion錨 modelsystems，阻d白.ea伽 alstate of 
也巴 artof也巴血al戸isof血巴 respectivecell叫釘

process w迎 be review吋. For 血巴 cytoskeleton 
emphasis is placed 0直也巴 basalapp紅車卸s(cen凶n，
a鑓 emblin)，its s佐ucture，function阻 d d刷'elopment
d町ing也.ecell cyclej伽 pho旬ぬ語semphasis is on 
血.es位uc岡崎釦nctio岨血dthe de四lop岨entof the 
E卯spotappara加S阻 dits molec叫紅∞mp阻阻包;and
for血.eGolgi白血.ctionemphasis w迎 be on 也B

S回 cture姐 dbioche国ωl∞mpositi，阻 ofsωles， on 
也eisolation and bioche四icalch釘宮derizationof也B

Golgi app釘 a佃S組 do直也e m巴chanismsof位組sport
of s悶 etoryproducts血roughthe Golgi apparat凶.

From也ledis四lSSIonit叫11be app釘 ent白ateach 
d伊1taxon has pecu1i釘錨Pectsthatωn make it a 
model system for addressing important questio幽 of
ωntemporary biology.百 emain di錨c叫tiesdon't lie 
h白巴 re∞gnitionof出eirinteresting peculiarities but 
in making 也凶e amenable ω sophisticated 
biochemi四1and molecular techniaues flぽ functional
dissectio乱

(Bot組 ischesIn副知t， Universitat zu Koln， F.R.G.) 

(・東水大・藻類，“東水大・藻類増殖)
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(3) 能登谷正法・ .0菊地則雄・.有賀祐勝・.

三浦昭雄日:江ノ島産ヤプレアマノリの生長と成熟に

及ぼす温度，照度，日長の影響

ヤブレアマノリ POγthyraLaceγata Miuraの生長

と成熟に及ぼす温度，照度，日長の影響を明らかにす

るため，神奈川県藤沢市江ノ島で得られた葉状体から

果胞子を得て培養した。糸状体は温度ClO~30'C) . 
照度 (1~8klux). 日長Cl4L:I0D. 10L:14D)を，

禁状体は温度ClO~30'C) .照度約 4klux. 日長(

14L:I0D. 10L:14D)を組み合わせた条件下で培養した。

糸状体は10~25'Cで生育し，生長は20及び25'Cの長日
で速かった。いずれの温度及び日長でも，照度による

生長の差に一定の傾向は認められなかった。般胞子嚢

の形成は，日長に関係なく 25'Cのみで認められ，短目

では培養 7週自に，長日では 9週目に形成率100%に達

した。葉状体の生育は10~25'Cで認められた。生長は

15'Cの長日で最も速し培養4週目には精子の形成が，

5週日には果胞子の形成が認められた。 15'Cの短目，
10'Cの長日， 10'Cの短目では，それぞれ 7. 9， 12週
自に精子及び果胞子の形成が認められた。 20'Cでは日

長に関係なく 6週日に精子が形成されたが，果胞子の

形成はごくわずかであった。 25'Cではいずれの日長で

も，精子及び果胞子の形成は認められなかった。単胞

子の放出は，照度と日長に関係なく 10~25'Cで認めら
れ，高温ほど早く放出が始まり，長期間継続した。葉

状体の外形は15~25'Cでは天然藻体とほぼ同様であっ
たが， 10'Cでは業幅に対する葉長の比が大きくなった。

(・東水大・藻類，日東水大・藻類増殖)

(4) 0 Deshmukhe G. V.・舘脇正和:褐藻エゾプクロ

の生活史.及び60田aticdiploidizationについて

複相・大形のエゾプクロ胞子体(IIT)は主に褐言語ウガ

ノモクの着生穏として知られている。減数分裂は単子

裁母細胞で起こり. unisporeは発芽して単相の微小糸

状体(mt)となり.綾子嚢を形成する。 plurisporeは 5.

10.14，18・C.長・短日条件干.では無性的に血tの世代を

繰り返すが.5・C.中日条件にmtを移植すると性的分化，

つまり術語巨額特有のフェロモン臭を出す+株と，出さ

ないー抹を生じた。有性生殖は観察できなかったが.

両株の皿tをそれぞれ10-14・Cに移すと，これらのpluri

sporeの多くの発芽体は皿tとはならず，丸い波胞化し

た発芽体となり，単子裂を形成する1fTに発達した。

フィールドのIITと培養のIIT.mtを顕微定量測光装置

(OSP-l)を用いて， DAPI染色による核DNA量を測定す

ると，町細胞は2C，皿t細胞は1Cのレベルを示した。こ

の結論主はエゾプクロの染色体数(n=13-14.2n=26-28)と

一致した。 IIT形成を務導するso田aticdiploidization 

は. i珂株の plurisporeの単為的発生の発芽時に起こ

ることがOSP-lによって明らかにされた。

(北大・理・海藻研〉

(5) 小亀一弘:セイヨウハバノリ(褐藻，カヤモノ

リ目)の生活史について

セイヨウハバノリ Pet叫担当主旦当の生活史につ

いてはこれまでいくつかの研究報告があるが，有性生

殖を扱ったものはない。今回，北海道忍路と青森県大

間崎において有性生殖を行う本種を採取し，室内培養

を行った.

本種は，雌雄異稼で同型配偶であった。室内培養で

は，配偶体である直立体と胞子体である盤状体を基本

的にもつ異型世代交代を示し，カヤモノリ目の典型的

な生活史と同様であった。しかし今回の培養では，接

合子から発達した盤状議体にまれに直立体が生じ，そ

の直立体は複子嚢を形成した。複子嚢から放出された

遊定細胞は，無性的で，盤状体に発達し単子嚢を形成

した。一備の単子嚢由来の遊走細胞から発達した藻体

中に雌と雄の個体を確認した。フィールドの盤状体の

形態観察及び室内培養も行った。単降した単子嚢から

放出された遊走細胞は，発芽発達してセイヨウハバノ

リ様の直立体を生じ，それは複子嚢を形成した。一個

の単予嚢に由来する直立体中に雌と雄が確認され，そ

れらの配偶子はセイヨウハバノリの配偶子とよく融合

した。(北大・理・植物)

(6) 0小亀安代・川井治史:コンプ自の胞子体初期

発生と分裂組織形成

ニセツルモ科，ツルモ科，ファイラリア科はコンブ

科，チガイソ科などに比べて配偶体や胞子体の形態な

どにおいて原始的な特徴を持っているが，ツルモ以外

では胞子体の生長様式の詳細は明らかでなかった。そ

こでコンブ自のそれぞれの科の代表的な種につき，そ

の初期発生様式の観察を行い，系統上の意味について

考察した。

原始的なコンブ自の 4属 7種では，発生初期の単列

の藻体が上部から多列形成的になるにつれ，基部付近

の単列部分の細胞は小さな色素体と多数の小胞を含む

ようになる。その後この部分に， Ch旦卑担且皇位旦呈呈

を除き，表層・皮膚・髄居から成る分裂組織が形成さ

れた。これに対してコンブ科，チガイソ科の種では，

藻体基部付近に分裂活性の高い単列部分がみられず，

全体が多列形成的になった後，葉状部と茎状部の移行

帯に分裂組織を形成した。

(北大・理・植物)



(7) 。高原隆明*・千原光雄柑 管状緑藻アシツキ

イトゲ属竪坐be包豆の細い細胞糸をもっ種の分類

アシツキイトゲ属医坐也ぎ旦には，細胞糸の太いP

cl竺竺fo旦5・ぞ・担mo空竺盟主.!.(アシツキフトイトゲ)

の2種と.細胞糸の細い与主旦里nsll・空白立些}'1，l-

型空笠(アシツキヒメイトゲ).空・竺ιeriの3種の，

合計5種が記載されている。我々CKobara& Ch i hara. 

1984)やPaula& West(1986)が指摘したように，細い

細胞糸をもっアシツキイトゲ属の種は形態的に極めて

よく類似している。そこで，それらについて検討をお

こなった。その結果、少なくとも与 IT坐yuensisとA-

belard & Knoepffler(J986)が記載したP.solieriと

の聞には本質的な違いがみられないことがわかった。

彼剖町.笠主竺Iの遊走子嚢が舗ωrafe"状のplullで仕

切られることをこの種の著しい特徴としたが，同僚な

仕切りは下回および八丈島から得たP.ryukyuens isに

おいてもみられた。さらに，我々は北大の吉田忠生先

生のご厚意によりP.立些担盟主Eのタイプ標本(坐r-

恒豆空立些些旦豆里のタイプ標本)を調査する機会を得

て.タイプ標本にも“carafe"状のplugがみられること

を磁認した。(*専修大・商，材日赤看護大)

(8) 0北山太樹・吉田忠生: 褐渓クロガシラ目

担担旦迫己主笠革斗~ Taka目atsuとi・2旦江主民主

Nodaの正体

註担旦比己主笠旦@ と~J!1.!:.江区魁2は単子嚢
が洋梨形で柄組砲を持たない事を理由にそれぞれ高松

(1943) .野図 (1975)によって本邦より記載された。

今回我勾は新潟大学より信用した立・ E江ヰ位記互 の

isotypeを観察し，新知見を得たので報告する.

観察された isotype の護休には様々な形成段階に

ある単子察機構造が認められた.この機造は無柄とい

うよりは栄養細胞が外部に膨践したもので，胞子の放

出口は 1-3個，放出後には内部に蜂の巣状の網構造

が認められた.以上の観察から，この単子嚢様楊造を

鞭毛菌類ミズカビ自の一種邑立些些盟単i出血l.i.の

胞子漢と同定した.この藻体に見られる怪芽技は S. 

些旦虫旦のものと同定されるので.~旦丘江主民主ーは
~. i型組主主の異名であると考えられる.高松の描いた

主主些註斗主の単子嚢は今回観察した E. dicksoni i 

の胞子嚢とよく似ており.その座芽枝は主r.W.!!叫E

の特徴を有している.このことから，色笠註斗主は

E 己主昼叫旦の異名であることが予想される.

{北大・理・植物)

95 

(9) 鯵坂哲朗:沖縄本島辺野古で採集されたホンダ
ワラ類の一種について

沖縄本島辺野古で採集されたホンダワラは、第8枝
の先舗の葉の形態や雄個体の舌状の生殖器官など特異
的な形質をもつことで、他のホンダワラ類と区別さ
れ、新種と考えられる。
本藻体は、 1989年s月23日に沖縄本島辺野古の平

島沖で、沖縄水試の当真武氏により採集された。盤状
の付着器から長さ1.2c固までの円柱状の茎を出し、そ
の先端付近で主伎を 2-4本出す。主枝は、長さ 58・
84c固で、基部から少し上で幅 5.5-8.2mmx厚さ1.8-
2.0皿皿とかなり偏平な二稜形となり、同じく偏平な第
2枝を規則正しくニ列互生に生じる。主技につく薬の
大部分は脱自書していたが、第2枝につくZ震は、楕円形
または銭針形に近く、長さ 6.8-46.8mmx幅 2.4-
12.5園田(平均 30.8mmx7.6mm)で、長さ/隔は1.9-9. 9 
(平均 4.のであった。葉での分岐はなく、中肋は明
瞭でほぼ先端まで遜る。縁辺は、粗い鋸歯状突起
(17%)や細かい歯状突起(38%)、または金縁(46わ で
あった。ところが、第3枝の先端部につく葉では全く
形態が異なり、楕円形に近い小さな全縁の葉で、長さ
4.5-48.5mmx幅2.5-6.5mm(平均 9.7mmx4.1目的で、長
さ/幅は1.3-4.6(平均2.4)であった。気胞は、長
径 2.4-14.5mmx短径2.2-11.0園田(平均 8.5mmx6. 5mm) 
の卵形または楕円形で、冠葉や微笑起をもつものが多
い.柄はほとんどが平たく葉状になるものが多い。雄
株と雌雄同様の個体があり、雄生殖器は長さ 2-8凹、
樋1.5-5園田、厚さ 0.6園田の舌状で、基部で 1-2回分
岐する。雌雄同株の生殖器は長さ 4-5m園、幅 0.6-1m固
の円柱状で、 3-4圏分岐して総状になる。

(京大・農・熱務長学)

(0) 梶村光男:ダジシフォニア属(新称)

(紅藻，ダジア科)の l新種

奨状体は旬旬部と直立部とから成り，長さ

は 0.5-3cm，密な互生的羽状を呈し.偽 fAI)

枝は 6回迄叉状に分岐し，基部では多数の仮

根が集合して盤状付着器となり，偽情1)枝先端

寄りの数個細胞から不定仮根を生じ.主軸の

幅は 660μmに達し.皮層を有し，四分胞子

のう托は偽側枝の第 2ー第 4叉状部の小枝の

部位に単一に文は一対生じ.大きさは 80-100

x 160-280μm，2 -4個細胞から成る短柄を

有し，約 10個の成黙節間部を有し，四分胞

子のうは直径 20-30μmで三角鍾状に分裂

し，各四分胞子のうは 2-4個の蓋細胞に

よって部分的に被われる。

(島根大・理・臨海)
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(1) 0増田道夫h 鈴木稔"・鈴木鱒明...紅"

キクソゾとミツヂソゾの形態学的並びに成分分類学的

研究

外部形館が類似していて混同されやすい紅藻ソゾ属

(l.aurenc ia)の2種，キクソゾ(l..composita Yamada) 

とミツヂソゾ(l..okamurae Yamada)の形怒学的形質と

二次代謝産物を，両種の地理的分布域のほぼ全域にわ

たる個体群を対象にして翻ベた.両種には伺旬校，円

柱状の明瞭な主制，立体的分枝，皮膚最外周細胞聞に

軸方向の二次的壁孔連絡，周心細胞起源で胞子轟托輸

に対して平行に前列する四分胞子褒，卵形の萄果等共

通する特徴が多く見られる。顕微鏡的特徴では分校織

式{キクソゾでは各方向に，ミツヂソゾでは3方向に分

校)と半月状肥厚の有無(後者のみに存在)，巨視的特

徴では藻体の色と質{官官者は暗線色で柔らかいのに対

し，後者は緑色を帯びた紫色または紫紅色でやや軟骨

質)で裁別される。二次代謝産物ではセスキテルペノ

イドの主成分が明瞭に異なり、キクソゾはpacifenol

とprepacifenol，ミツヂソゾは1aurinterolを生成す

る。

(.北大・理・植物北大・理・化学)

(2) 吉崎誠:千葉県におけるオオイシソウ属植物の

分類と分布

千葉県下30ケ所で、オオイシソウ腐植物を採集した.

3種が出現するが、これらの種はいずれも若い義体は青

紫がかった緑色で柔らかく、成長するにつれて、オゴノ

リ状となり、老成すると色合い、手触り、形態など老成

したフトジュズモ状となる。外部形態から 3種を区別す

ることはむつかしく、よく成長した体の断面鋭から、皮

層細胞が 2~3層のものをオオイシソウ、 3~6層のも

のをアツカワオオイシソウ、 2~3層で皮層の内側のあ

る細胞が中軸都に根縁状にのびるものをインドオオイシ

ソウと分類した。千葉県北部は北総台地とよばれる高さ

10~20mの台地からなる。台地と台地にはさまれた谷あ

いの場所は谷津と呼ばれる湿地で、ここに水田が作られ

て谷津田とよばれる北総地方独特の地形ができる.谷津

田の閣をii[れ下る小川の水は一年中枯れることがない。

千葉県におけるオオイシソウ属植物の多くは、このよう

な谷津田の小川と、それに続く平野を涜れる用水路に生

育する. 3種の分布域は、インドオオイシソウは木戸川

に、アツカワオオイシソウは繍崎川などと河川によって

異なることがわかった.

(東邦大・理・生物)

(3) 0編口健雄..原慶明...オーストラリア

北東部のマングロープ河川波より分健したラフィド漢

の1績について

オーストラリア北東部.ヂイントリー川の河口付近

のマングロープ域で採取した砂よりラフィド藻の 1種

を分権した。本藻は通常.不動の状態で多数の細胞が

寒天質の基質に包まれ.雲状の集塊を形成する.権養

条件下では明期の後半に逃走細胞の形成が多く見られ

る.典型的な逃走細胞は長円形で後端がやや細くなる.

亜頂捕から出る 2本の傾毛は 1本は前方へ伸びる遊泳

鞭毛，他は後方へ伸びる曳航鞭毛である。葉緑体は長

円形で約 20個.細胞質周辺に密に配列する。ビレノ

イドは各葉緑体に 1偲づっ存在し，基慣にはチラコイ

ドが入り込む.細胞表面には多数の小さな脂質頼粒が

存在する。鞭毛装置にはライゾスタイルやライヅプラ

ストなどが存在する.また.細胞後舗には渦鯉毛藻類

のプシュールに類似の構造があり、細胞外に閉口する。

本務の細胞構造は.既知のラフィド藻のいずれの種

類とも異なっており.シャットネラ亜科に属する新種

と恩われる。

( *信州大・教育*場筑波大・生物科学系)

(4) 0猪股秀一・中野武登・岩月善之助:地衣類の

共生藻、緑藻立些盟主主属の一新種

宮崎県綾町本庄川の河岸の岩上から採集した地衣、

カチラリゴケ属の一種、 Catillariasp.の共生藻を分

離・島幸養した結果、単細胞性の漢株が得られ、本種が

緑藻 Trebouxia属に属することを確認した。この藻株

の栄養細胞は12-20X 15-27 umの洋梨型、または卵型

で、葉緑体は放射状に深く切れ込み、中心にあるピレ

ノイドはデンプン輸に被われている.不動胞子、及び

等長な 2本の鞭毛を持つ遊走子により、無性生殖を行

い、自生胞子は形成しない。有性生殖は観察されなか

った。 Trebouxia属は、地衣の共生漢としてこれまで

に27種が報告されている.これら27種の中で、洋梨型

の栄養細胞を持つ績は立些盟主主泣斗血盟主一種の

みであるが、この種のピレノイドはデンプン輸を持た

ず、今回得られた藻株とは異なる。また、この藻株の

成熟した栄養細胞は他の種に比べ著しく大きい。これ

らの特徴から、この蕩株を新種として認め、 Tre-

也監旦泣虫旦且笠皇と命名した。

(広島大・理・植)



(5) 0飯田高明・中野武登・岩月善之助:痴状地衣

生且担盟旦呈盟担国旦主主 Meyenvar.盟辺恒旦主主から

分離された共生藻

痴状地衣クロコボシゴケ属(也監担盟旦旦)は、熱帯

から温帯にかけて生育し、世界で25種が知られ、日本

では 3種が確認されている。これまでにクロコボシゴ

ケ属の 2種から共生穫として緑藻 I)ictyochlorops i s 

simbiontica var. pauciautosporicaが報告されてい

る (Tschermak-Woess1970 l.本研究では、沖縄県産

ヤマトクロコボシゴケ(~. 2旦1旦hur主主呈 var.盟辺担-

ratalの共生藻を分離・培養し、分類学的研究を行な

った.その結果、クロコボシゴケ属の共生漢として

Dictyochloropsis retlcurataを新たに確認したの本

種は単細胞性の緑藻で、栄養細胞は 9-16umの球形で

あり、葉緑体は側壁性の網目状構造を有し、ピレノイ

ドを欠く.有性生殖は確認されず、無性生殖は不動胞

子、自生胞子、及び遊走子の形成による。本種の遊走

子は互いに離れた 2本の等長の鞭毛を持つ。尚、この

遊走子は 3時間以上の連続暗期を経て形成され、明期

に入って 1時間以内に放出されることが確認されたの

(広島大・理・値)

(6) 石川依久子・ o広部真理子・箕輪ー幸:カサノ

リのかさの造形

カサノリは巨大単細胞体である.かさは規則正しく

配列された同型岡大の細胞隆起の集まりである.一個

の細胞体が数十の同型岡大の隆起を発達させる過程を

走査型電顕と光顕(切片)を用いて探った.またそれ

らの隆起が同調的に発達して円盤状のかさを形成する

仕組みを膨圧と原形質涜動の二つの観点から追究し

た.カサノリ E車体は細胞質の90%以上が液胞で、かさ

の造形に当たって浸透圧調整をおこない膨圧を利用し

て細胞隆起を同調的に発達させるらしい.一方、細胞

基質はオルガネラと共に薄い層をなして流動している

が、各々の隆起の付け根の小孔を一定速度で通過する

ことによって各隆起の先端部に均等に物質供給を行な

うとみられる. カサノリのかさの造形は、形態形成

の通常概念と異なり細胞骨格に依存しない.カサノり

は環境要因としての海水の浸透圧を巧みに利用して形

態形成を行なうらしい.しかもこのように幾何学的に

精巧な造形を行なう巨大細胞体は少ない。生物のかた

ちづくりの謎解きへのひとつのアプローチとしてカ

サノリは好適な材料と考える。(東京学芸大・生物)
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(]7) 佐々木 茂.北海道産コンブ類の生活型と形態
の特徴

北海道沿岸には担血盟主ι呈込胆虹主主1..旦i二
旦盟主主・1，..包担担匹ll.1..出直弘旦呈.Cy盟生圭二

立旦止主旦旦旦l旦1，. 担皿旦包且且 1. 旦日些些，

1，.. 呈旦且些且l旦. K j e 1 1 ma n i e 11 a立主旦主立且ι且 の
産業種がある。

これらのうち前5種は対馬暖流，他は親潮寒流の影

響する沿岸に分布する。これらは 遊走子時配偶子骨

造胞体 の基本生活を営むが，このうちの造胞体の寿

命がホソメコンブ(1..民ι且盟笠1I年，マコンブ

<1..旦胆旦些皇). リシリコンブ (1.旦担担盟主1• 
オニコンブ(1.. lli主主旦li主主1. アツノ〈スジコンブ

((;.込胆型旦)は 2年。ナガコンブ(1..白血ill二
盟主).ガッガラコンブ(1..旦旦主主主主). ミツイシ

コンブ(1..担魁註弘主).ガゴメ (K.立俊足主上

1皇)は順調に育てば2年，物陰等で成長が抑制されれ

ば，その期間寿命が伸びるものと思われる。寿命を制

御する大きなものの一つは光と考えられ. 2年寿命の

種は下藻での生活はできないようである。また，自然

界では同寿命，異寿命聞での生活の場の占有競争は激

しL、。
形態的特徴の一つに再生期の外部形態で突き出し型

(N. B..乱B.の境目がくびれる)を示すものと示さな

いものがある。前者は寒流系種，後者は暖流系種に多
L 、。

(函館水産試験場・増殖・海藻)

(8) 川嶋昭二:北海道厚岸産オニコンブL坐担笠旦

diabolica Miyabe(コンブ自)の形態変異について

厚岸湾内の北大理学部臨海実験所付近から湾口のア

イカップ岬沿岸に生育するオニコンブの2年目葉体の

中には宮部(1902)が記載した典型的な種の特徴と言

える茎が短く.業の基部は円く、葉幅が30c固を越え.

中帯部が明瞭で厚く.縁辺部は薄く波縮の著しい幅広

型の他に，茎が長く.葉基部がくさび状で，葉幅は20

cm未満.中帯部は不明瞭で.縁辺部の波縮も緩やかな

細長型までいろいろな変異があり.私は現在これらを

みな同一種として扱っている(jll嶋1989)。

私はこれらの変異が胞子体期の何時頃から表われる

か調査するため.1990年7月と・91年 6月にこの沿岸

で1年目葉体を探し.各地点Lから葉長がほぼ1O-100cm

の特徴の異なる 2形のコンブを採集.比較した。その

結果. 1 つは幅広で葉面に 2~Jの凹凸紋が形成され.

明らかに 2年目の幅広型に通ずる。他の葉体は細長で

凹凸紋は全く形成されず.縁辺の波縮もほとんどなく

細長型になる可能性があるが.その結果知何では分頬

学的再検討も必要と考えるので更に調査して結論を出

したい。 (函館市日吉町 4-29-15)
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(9) 本村泰三:ミツイシコンブ遊定子形成の形態

観察、特に微小管骨格の動態

ミツイシコンブの遊走子形成を電子顕微鏡、微小管

蛍光抗体法により観察したので報告する.

ミツイシコンブでは一つの単子袋に32個の遊走子が

形成される.単子袋母細胞において減数分裂した後、

4個の核は以後向調的に分裂し、 321園の核が形成され

る。多核化した単子袋内においても微小管(MTs)骨格

は縄著書類で見られる栄養細胞のそれと大きな追いは無

い。それぞれの核近傍に位置する一組みの中心子から

HTsは紋射状に伸び、隣接する他の中心子と連結し、

全体としては格子状パスケ、yトの外観を呈する。核分

裂期にはMTsは紡錘体を形成し、細胞質に伸びるMTsは

消失する o 32核期になった段階で中心子は鞭毛基底小

体に分化し、 2本の鞭毛が伸長し始める。遊走子の前

後の鞭毛は同時に伸長を開始するが、長短の区別は鞭

毛伸長の早い時期にすでに確認できる。それと同時に

中心子から細胞質にむけて放射状に伸びていたMTsは

疎になり、かわって微小管鞭毛根が形成される。最後

に細胞質分裂によって個々の遊走子が完成する。

(北大・理・海藻研)

(20) 0問中次郎'・福田礼子・ 1 シワヤハズ(ア

ミジグサ目、褐蔀)の生殖器官の形怨

アミジグサ自のヤハズグサ属には配備体が知られて

いない種類が多い.日本沿岸各地に生育するシワヤハ

ズ Dict;yopterisundulata Holmesでも、配備体の

形態は知られていなかった.今回日本海沿岸の石川

県、および太平洋沿岸の鯵岡県において、秋に4分胞

子体に混じって雌性配偶体、雄性配偶体が採集された

ので、これらの生殖器官の形態を調べた.

4分胞子、卵、精子の各生殖誕は、事E体両面の中助

の爾側に遣なって形成される.形や大きさはほぼ同一

で、幅 0.6-0.7 mm、 長さ 1.0-1.6 mmの楕円形

であるo 4分胞子のう斑と卵細胞斑は爾方とも黒っぽ

〈、肉眼では区別できない.精子のう斑は白いので容

易に区別できる.4分胞子のうと卵は生殖班の中に密

集してできる.これらは皮厨より突出しており、ほぼ

球形である.4分胞子のうは直径 80-100畑、卵は

約半分の 40-60μmであり、その大きさで両者ほ区

別できる.精子のうは大きな基節細胞上にでき、高さ

60 p皿ほど皮膚上に盛り上がる.

{ψ国立科学縛物館・植物山梨大・教育)

(21) 野崎久義:川崎市産の緑11Charsciochloris 

sP. の形悠と生活史

Chal百cioc治lorisは単細胞の付着性緑藻のー属で.

Pascher (1927)が記載して以来. 8種の報告がある

が，日本からの報告は未だないものと恩われる。本属

は栄養細胞に多数の収縮胞と付着部位に偽鞭毛をもっ

事を特徴としており.ヨツメモ自に分類されている。

演者は川崎市の水聞の泥より.Characiochlorisと

同定される株を分隊・クローン培餐し.その形態と生

活史を光学顕微鏡下で詳細に観察した。本穫の栄養細

胞が紡錘形をしており，大きな葉緑体の中央に 1個の

ピレノイドをもっ点は.C. characioides Korshikov 

ex Pascherに似るが，細胞の後端部が乳頭状である

点が異なる。細胞は成長すると.細胞壁の中で.100 

以上の逃走子を形成する。遊走子は等長二鞭毛型で.

他物に付着し.栄餐細胞に発達する。培養条件によっ

ては，細胞壁の中に通常1個の休眠胞子を形成する。

休眠胞子は球形で，滑らかな細胞墜をもち.成熟する

と赤褐色を呈する。休眠胞子を発芽させると. 4個の

等長二鞭毛型の逃走子が細胞壁より遊出した。

(慶聴義塾高校)

(22)0綱 貴車三・・綾本幸人口:嚢状線藻キヅコウグサ

D主些盛挫鍾tl昼包盟盟旦呈呈の特異な染色体分餓法

呉篠細胞核分裂におげる染色体の分畿は、動原1本糸

の短縮と非動原体糸の伸長による極の分離によるもの

と説明されている.キッコウグサの篠分裂の過程を、

連続切片ー電顕j去で調べたところ、この譲では中期以

降も染色質は篠内膜に付箸しており、染色質移動に働

〈第一義的なカは核包践の伸長・変形であると結論さ

れた。染色貨は中期赤道商に中期核板として集まる

{この時も、この後も個々の染色体性は認められない

ので、染色貨という語を使う}。後期に、核は長楕円

形に変わり、染色質は小波となって核全体に分散する.

しかし、それらは全て核内腹に緩活していることが逮

切法で確かめられた.真核生物で一般的な染色体の同

調的な極移動は、この孫ではみられない。動原体糸は

存在するが、後期以降、毎への有意な収鍛がみられな

い。このことと、染色質の特異な非同調移動から考え

て、紡錘糸lまアンカーとしてのみ機能しているとおも

はれる。このような染色体分厳法はシオグサ目、ミド

リゲ目植物に一般的な線式であると思われる。

( *筑波大・生物科学系、*ネ神戸大・理・生物)
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(23) 0宮村新一・堀 輝三 地衣類共生濠 (25) 0河地正{申・井上勲 4本鞭毛をもっハプト

立盆旦uxi且葉緑体にみられるピレノイド・核様体復合

体

藻類の葉緑体に存在するピレノイドは、光合成の炭

酸固定に働〈 リプロースー1.トエリン酸カルボキシラ

ーゼ (Rubisco)の存在場所と考えられている。 われわ

れは、震状線議フサイワヅ夕、クピレヅ夕、フジノハ

ヅ夕、護状黄緑色.クピレミドロの葉緑体では葉緑体

DNAがピレノイド基質に局在するという特異な現象を

見いだした。このようなピレノイドと核機体の会合が

ほかの緑穫でもみられるものであるかを明らかにする

ために、 テクノピット包埋した試料の切片をDNA特異

的蛍光色素DAPI後色による蛍光顕微鏡観察法により調

べた。 その結果、 地衣類包旦邑i呈 sp.、出Z笠i亘

sp. の共生.Tr些型以且 sp.において、業縁体核機体

が葉緑体中央にあるピレノイドのまわりをおおうよう

に取り囲んでいるのが認められた。また、一部の核機

体は、ピレノイドのまわりに放射状に分散していた。

{筑波大・生物科学系)

(24) 0須田彰一郎.渡辺信*灰色藻.包盆旦担II

並立笠担盟主 Korschikovの形態と微細構造

包盟盟担旦属には. !;.ι 但旦虫主主と L注江盆辺監呈と

が記載されているが，前者は培養株が得られ，詳細な形態

観察のみならず様hの研究がなされているのに対して，後

者は. Korschikov (1941)により初めて記載された他は.

Skuia (1956)によりその存在が再確認されているだけで，

その詳細な形態的特徴.分類学的位置は不明のままである。

1987年 1月.茨城県水海道市のハス回の表層土境サン

プルから ι並立盆担些呈を分離培養することができた。

細胞は.正面から見ると楕円形ないしは米粒型.上方か

ら見ると馬蹄形 (U字型〉で.不等長の 2本の鞭毛は.こ

のへこみの上部から発出し，鞭毛根に多層構造体 (ML S) 

様の構造を 2個持つ。脅緑色をした色素体は 4個で.細

胞中央部に核が存在する。ベリプラスト l土，内側にプレー

ト状構造を含み.ところどころ重なりあった偏平な袋から

できている。大きさは，縦 8-11μm.横 5.5-7μm.幅約

3μmであった。これらの微細構造の特徴は，基宣告種のそれ

に基本的に一致した。

(0日本ロシュ研究所. *国立環境研)

藻の細胞構造の観察と分類

4本鞭毛をもっハプト藻を東京湾から採取した. 4本

鞭毛をもっ種はハプト濠およびその近縁の黄色植物で

は初めての記録である.ハプトネマは1本，約30μmの

長さで，コイル状に収縮する 2種類の鱗片をもち，そ

の形態はChrysochromulinaericinaに類似する.また

ピレノイドの形怨.オルガネラの配置はクリソクロム

リナ属の多くの穏と一致する. しかし本種は，以下の

点でC.ericinaとは異なる. 1)細胞サイズ(c.ericina・

8μm. 本種:18μmの細胞直径). 2)刺状鱗片の長さ

(c. ericina: 12μm. 本種:8μm). 3)食作用能力(c.

ericinaはもっ，本種はもたない).

鞭毛装置構造 :4本の基底小体の配置は2本鞭毛をも

っ他のハプト藻の基底小体複製直後のそれに類似して

いる.結合繊維と微小管性鞭毛彼は既知のクリソクロ

ムリナのそれに比して複雑であり， しかもこれらは安

定した配置を保っている.分裂時期の鞭毛の挙動を調

査する必要があるが，今回得られた結果から，本穏を

クリソクロムリナ属の新種として記載するのが妥当と

考えられる.

(筑波大・生物)

(26) 0坂東忠司*・木津さおり帥:援合遺産数種の

生活史と核DNA量の変動

従来，アオミドロやホシミドロに代表されるすべて

の綾合藻は比較的単純な生活史を営んでおり，栄養細

胞と配偶子細胞の染色体数は等しく半数体であるとさ

れてきた. しかし， Hamada(1985， 1987)はClQ呈主主工山E

也旦虫笠旦ιの全生活史を通じて核DNA量の変化を

詳細~;:調査し，配偶子形成時に核DNA量が半減する

事実をつきとめ，従来の考えに疑問を投じた.

本研究では， c.也旦並笠位1.，盈血盟主 sp.および

E盟主盟主旦 spp.(Sp-1-Sp・4)を用い，無性生殖時と

配偶子形成時における核DNA量の変動を調べた結果，

Hamadaの報告が再確認され，以下のことが明らかにな

った. ① DNAの複製は暗期に入ってからおこなわ

れ，次の明期までに細胞分裂は完了する. ②いずれ

の場合も，栄養細胞の核DNA量は配偶子細胞の 1-

5 (平均値で 2.3-2.9)倍量記録された. ③ Sp・4の

栄養細胞の核DNA量は臨f母子細胞のちょうど 2，3， 

4倍量に顕著なピークを持つことから，倍数体の存在

が推察される.

〈本京都教育大・生物， 料低下ソフトリサーチ〉
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11の垂直分布と温度特性

(27) 0杉山篤志・前川行幸・喜田和四郎:潮間帝海 (29) 0小河久朗・川口祥子・藤川義一・南憲生:

越喜来湾のエゾノネヅモクの生態について

潮間帯には多種の海灘が生育しており、狭い範囲で

はあるが明確な垂直分布が観察できる.これは、潮間

待では潮下帯に比べ温度や息分溜度等の環境条件の違

いが著しく、生育帯がそれぞれの種の適応範囲に制限

されているためと考えられている.

本発表では高温に対する適応を検討するため、高さ

の異なるタイドプールより数種の材料を採取し、 5"C

から47.5"Cまで低温側から5"Cまたは2.5"Cずつ阪に水

温を上げながら光合成速度と呼吸を測定し、それぞれ

のタイドプールの温度変化との関係を調べた.その結

果、高潮線付近のタイドプールに生育する種は低潮線

付近のものに比べ高水温に対して高い適応能力を持ち、

その適応水温は生育環境の水温とほぼー致しているこ

とがわかった.また、高水温に適応している種では光

合成一温度、呼吸ー温度曲線は単調なもので，はな〈、

高温倒にエルポーもし〈は二つのピークを持つような

曲線になる現象がみられた.

(三重大・生物資源}

(28) 林田文郎:駿河湾にお付る潮間帯海..草落の
Zonationについて
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エゾノネジモクは，宮城県牡鹿半島から北にかけて

の海岸の漸深帯の狭い範囲に密生し.この地域の主要

な群洛構成種である。本種の生長，成熟の特性を知る

ために岩手県越喜来湾において1991年4月から 12月

にかけて.1)生育密度，漠体長と重量.2)部位別の側

枝数と長さ，形成問隠.3)成熟時期，部位別の生殖器

托数等を測定した。その結果を報告する。

生育密度，穣体長.重量とも 5月から急激に増加し.

7月に最大値.1. 0 -1. 6 x 10'本/nl.43佃.0.71 

g/本を示した。このような状態が護体の枯れだす8月

下旬まで続いた。側枝数は、灘体の下部では 3-14本.

中央部では 3-16本.上部では 4-34本，側枝の長さ

は下部では l叩.中央部では 1-5 ao.上部では 1-

2 ao.側枝の形成間隔は、下部では0.5- 2佃，中央

部では 0.4-1ao.上部では 1-2aoだった。生殖器

托はB月からみられた。その数は，下部では 0-7個，

中央部では 40-260個，上部では 90-500個

と，上に行くほど増加した。(北里大・水産)

(30) 当真 武:イワノリ書置の分布に及ぽす沖縄島

地形と冬期季節風および日照度の関係

マルパアマノリ、ツクシアマノリなどのイワノリ類

数種が神縄諸島に混生しているが、それらの詳しい生

織は知られていない.ここではそれを群集として扱い

季節的消的長と分布に及ぼすサンゴ確を含む神縄島地

形、冬期季節風および日照度の鯵響について1990ゆ1

年に実施し、 Nの生懸的知見を得た.イワノリ類陰沖

縄島の西海岸域の飛沫地帯のみに生育し、11月に発芽

し3月にピークとなり、8月に消失した.礁縁からテトラ

ポット群までの距縫(A)の関係を見ると (A)が短い距鍵

程高い位置まで分布した.この現象は激浪織の辺戸岬、

残波婦、万座毛等においても観察されたが、そこの生宵

密度は一般に小さい.万座毛(高さ28m)崖下のすぐ前部

にある鍵れ岩{高さ約2m)の上面部までコケモドキが密

生していること、太陽商中高度と背後の屋高の関係か

ら、ほぽ生育時期に当たる秋分吋審分にかけた期聞が日

陰になる薗が多く、日照度から見るとその生育環境は

不適な位置を占めていると推定された.

一方、テトラポ'Yト群の飛涼帯は約34"Cの角度で築

堤されているため日射量が充足されていると推定され

、最大湿重量760g/川、最大帯状幅70聞に遣した.

(神縄水試)
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W. ジョハンセン林林:北海道南部のサンゴモ属turf

の健治と環境が動物相に及ぼす影響について

演者らは北海道南部の潮間帯のサンゴモ属turfで謝

杢を行い， turfの構造と環境が動物相の変化に関連す

ることを明らかにすることが出来た。方法は毎月 5cm

平方枠内の議体を除いた後， 0.5mm平方の網目上で漣

別しその中から実体顕微鏡の下で約100分類群の動物

を区別した。これらを有孔虫類.環形動物(含紐形動

物・線虫額)，腹足額.斧足類.節足動物の5裂と岡着

動物に大別して各Site毎に食性についても考察を行「

た。 Site Aは外海に面して海水の流通もよく.各分

類群が出現し.毎月の個体数は300-3，000であり.特

にプランクトンを摂食するものが多かった。 SiteBは

低潮時に干出し.各分類群が存在するが， 800-7. 500 

個体と最も多く.藻食性と腐食性が主であった。これ

はturfの保水性がよく.堆積物が厚く沈積している為

と考えられる。一方Site Cは外海から隔離した浅い日

陰のタイドプールで腹足類が目立ち.個体数も400-1，

500と最も少ない。(本北教大・函館・生物、林海中

研、料率北大・水産・植物，林料クラーク大・生物〕

(32) 

藤田大介:磁焼けについて

現在，全国各地で磯焼けが深刻化しており、 1990年

に水産庁が実施した聴取調査では全国沿岸39県のうち

26¥県で磯焼けが発生しているとされている。日本では

証戸時代の末期から磯焼けが知られており. 1892年松

原によって学界に紹介されて以来、現地視察報告，無

節サンゴモ及びウニなどの関連生物を用いた諸実験が

行われてきた。しかし.各地の磁焼けの発生や持続の

原因は十分に解明されておらず，磯焼けの概念も混乱

している。諸外国にも磁焼けの類例は多く，特に，ウ

ニの祭食活動による海中林崩壊現象は極地方から熱宇野

サンゴ礁域まで，寒流域・暖流域を間わずに観察され

ている。今回は，緩も研究の進んでいるウニー海藻相

互作用に関連する磯焼けについて，優近の研究の動向

を紹介する。(富山県水産試験場)
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(33) 0半田信司m・中野武笠“:気生藻類群洛の季

節変化

気生藻類は，陸上の2毒物表面にいくつかの特徴的な

群落を形成している。演者らは広島市内の 4種類の気

生藻類群落について，その季節変化を調査した。その

結果，以下のとおり気生漆類鮮落には顕著な季節変化

がみられないことが確認された。

1) A oatococcus担単組呈群落(街路樹のそえ木上に

緑色のコロニーを形成年聞を通じでほぼ単独群落

のままであった。

2) K lebsormidi l!l!!i坦阜旦辻且且群落(ユリノキ樹皮

上に緑色の綿状のコロニーを形成):Kム工よ主主立l.!!.且且，

♀U旦叫担腐などの優占種に季節変化はみられなかっ

た。

3) C haetophora自の一種及びAoatococcus担且-

U呈の優占する詳落(ケヤキ樹皮上):優占種に季節変

化はみられなかった。

4) 工旦旦邑i且墜堕旦及び止主銭旦以且叫且年叫且

の優占する喜字詰喜〈カキ樹皮上):優占豊富をはじめ，常在

的にみられる種が多かった。

。広島県衛逮..広島大・理・植物)

(34) 
秋山 優:シャジクモ額の微細藻類プランクトンに対

するアレロパシー効果

シャジクモ類のアレロパシ 効果としては.すでに

体成分の水あるいはエタノール抽出物による抗菌作用

(Su et al.，1973)，さらにその体成分である含統化合

物による，底生性のI主務 Nitschiaに対する光合成作

用の阻害などが知られているが (Wiurn-Andersenet al 

.， 1980，82)，一方では生態的にはこのような現象につ

いての否定的な報告もなされている (Forsberget al 

，1990) .今回はこのような視点からの検討を試みた。

1) 生体からの抽出物による POテストでは.かなりの

ものが HeOHあるいはクロロフォルム函分に微細藻類

の生長に対する阻害効果が認められ，その効果は種に

よる異なった季節的消長を示す。 2) 生育環境水に

ついて，オクタデシルシラン・カラムによる有効物質

除去効果から Harris指数にして平均 18.7%(SO=7.

3 )程度の阻害効果が認められ，特にメタノール画分

をもちいた POテストの結果とは高い相関が認められた

3) これら有効成分としては、官能基テストおよ

びGCHS分析の結果，大東産の親水性の物質としてはア

ミノ基をもった糠.加賀産の疎水性の物質は CH2の鎖

式構造をもった炭化水素系のものと推察される.

(島根大・教育・生物)
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(35) 0漬回 仁:環境汚染指標生物としてのミカヅ

キモ(旦竪担丘盟~些E出旦w の有用性について
近年我々の周囲の水質環境は，重金属，農薬など様

々な物質により汚染されている.そこで，これら環境

汚染物質が，どれくらいの濃度になると人聞にとって

も有害かという事を，簡単にしかも早〈知る事が必要

となってきた.その為の指標生物としてミカヅキモを

試してみたところ， ミカヅキモは富山県神通川流域の

イタイイタイ病の原因物質であるカドミウムでは10-3

pp凧また熊本県の水俣病の原因物質である水銀では

3 x 10→-1O-3ppntで，増殖，接合子形成の異常を起こ

し，更にクロールアンフェニコールのような抗生物質

でも，人間が影響を受ける濃度とほぽ同じ濃度で，地

殖や接合子形成異常を起こす.このミカヅキモテスト

を，例えばゴルフ場でもよく用いられる殺菌剤のダコ

ニール(クロロタロニル)で行ってみると， 0.00l7ppm 

で異常な接合子の形成が見られた.一方厚生省の水道

水としての基準値は0.04pp叫環境庁の排水の規制値

は0.4即mとなっていて，これらの濃度ではミカヅキモ

が死に絶えるだけでなく，コイや金魚，ヒメダカも半

数が2日以内に死ぬ濃度であり，人間への影響も甚だ

懸念 され る事 が分かつた富山医薬大・医)

(36) 0熊野 茂・・商海勝雄・・奥泉 附・・佐臓

俗司・・:福田川河口(神戸市)における珪蕩遺骸群集

の遷移

1)第 l海産珪務帯MD，から遷移帯Tr2への移行時

期本調査地では， C地点の緩高+1. 6固から採取し

た木片の 14C年代値として 6340 yr.B.P (木越，

1991)を得た。文， C地点の標高+1.9-+ 2.0田

からアカホヤ火山灰が検出された(植原， 1 9 9 1). 

これは約6300yr.B.P.を示す(前田ら， 1982)。

従って，本調査地における第 l海産珪藻帯MD，から遷

移帯Trεへの移行時期は，およそ 6000年前である

と考えられる.

2) 3列の砂権列の形成との関係:およそ 7000年

前から 6000年前の約 1000年間に存在する3つ

の遷移帯Tr，田" Tr'-2， Tr'-.Jが第 l海産珪lii事

帯MD，と交代する。 上記の3つの遷移帯 Tr，-" 

Tr，-o， Tr'-Jの存在は，大阪湾と調査地とを隔縫

するように形成された3予IJの砂権列による古環境の変

還を反映しているように思われる。

〈・神戸大・理・生物，・・兵庫県人と自然博物館準備室)

(37) 0藤井哲也・加藤教之・川井治史:褐藻カヤモ

ノリに怠ける rDNAの一次構造の解析

褐藻類の系統分類への分子系統学的手法の導入を目

的とする研究の一環として数種類の褐覇軍より DNAの
抽出を行い，その一節につき rDNA(リポソームR
NA遺伝子)の一次構造の解析をおこなった. rDN 
Aはすべての生物に存在し，また遺伝的変異の小さい

構造遺伝子の榔分と変異の大きい非構造遺伝子の部分

を持つため，その解析は系統上遠い分類君事と近い分類

君事のいずれについても有効な手法となると考えられる.

今回はおもに北海道に;13いて採集したコンブ目 3種，

カヤモノリ目 3湿の自然義体より DNAを抽出しセシ

ウムクロライド遠心で精製したのち，ソラマメの rD
NAをプロープとしたサザン訟により解析をおこなっ

た。また，より詳細な解析を行うためにカヤモノリ

也ll.!!足並旦担堅且旦担}について rDNAをクロー

ン化した.このクローンは約8kbの rDNA反復単

位を含んでおり，その一部につき塩基記列を決定し解

析をおこなった.

(北大・理・植物)

(38) 0御園生 拓・瀬戸真美子:16SリボソームRNA

(rRNA)塩基配列から緑瑛ハネモ属の系統解析を試みる

近年の分子系統学の発展により，生体高分子の持つ

情報を用いて各種生物の系統関係を解析することが比

較的簡単にできるようになってきている.今回我々は

他の生物震の系統解析にしばしば使われる.16SrRNA 

の部分担基配列を比較することによって大型緑議ハネ

モ属の系統を解析する試みを行った.逆転写酵素を利

用したサンガ一反応のプライマーには， 3種の16SrRNA

に特異的な保存配列を用い，計約500塩基を読んだ.

ミナトハネモ (Bryopsissp.)はハネモ (B.plumosa)より

もオオハネモ (B.maxima)と近縁であるという制限酵素

断片長多型 (RFLP)分析の結果が支持された.

この分子種は進化速度が遷く，陸上高等植物では属

聞でもほとんど差異がないことが知られている.しか

しハネモ属内では遠いがみられたことから，これらの

種の分化は古い時期に起こったことが示唆された。ま

た，特有のrRNA分子の 2次構造がみられたことは大型

緑荻の進化的な位置を考える上で重要な鍵情報となる.

(山梨大・教育・生物)



展示講演

(39) 有賀祐勝: 受菜 h註旦1<fluelliforlle (藍

藻)の生育地と生育状況

藍穫の髪菜(拾っさい.ファーツァイ)也盆旦

flage 11 i forlle t土中国産の食用藻類である.日本人で

髪菜の生育地についてよ〈知っている人は皆無に近い

と恩われるo 1991年 7月，中間寧夏回族自治区でその

生育の現地を見る級会を与えられたので，その概要を

報告する.

本種tま，中国内陸の乾燥した高地の荒原の士壊表面

に生育しており，一種の土慮義 (terrestrialalgae) 

である.極〈わずかの丈の低い乾生植物がまぽらに生

育する乾燥した山の上の土の表面に，非常にまばらに

見られ、水の供給は霧および極めてわずかの降雨に額

っているものと思われる.大量に採集して商品とする

にはかなりの困難が伴うが，高値で売れるので議培技

術の確立が強〈望まれている.寧夏農学院の研究グル

ープにより生態学的研究と室内培養が試みられてお

り，また武漢の中国科学院水生生物研究所の研究グル

ープにより生理生態学的研究が行われている.

(東京水産大〉

(40) 0横井 敬・・庵谷 晃H ・カワノリの新産地

日本特産の渓流性食用緑藻であるカワノリPγasioLa

3ゆonzcaは. Yalabe089Dによって，栃木県日光，群

馬県相生，静岡県芝川などの標本に基づいて記載され

たものである。その後，多くの研究者によって. 1か

所の例外(日本海に注ぐ千曲川支流の抜弁}lf)を除い

て，栃木県那珂川以西の太平洋や有明海に注ぐ河川の

特定流域にのみ生息するという，特異な分布を示すこ

とが明らかにされている。

岩本(984)によって. 65カ所の産地が報じられてい

るが，その後新たに分布を確認した場所を報告する。

いずれも，岩本(J984)により報告されている場所の近

傍ではあるが，現在までにカワノリの生息が報告され

たことの無い次の 5か所である。すなわち.東京都青

梅市御岳，神奈川県秦野市布川，大分県竹田市九重野，

大分県玖珠郡九重町山の神，熊本県球磨郡五木村竹の

)11。

また，すでにカワノリが絶滅した可能性のある産地

についても報告する。

(・元東水大・資源維持.“東水大・藻類)
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(4)) 0中野武登・飯田高明・岩月善之助:緑灘、カ

エトフォラ目、且込民ι担Eの一新種

三重県、御在所岳のコンクリ ト墜に付着していた

緑穫のコロニーを採取・培養した結果、球形の細胞の

速なった偲旬枝と糸状の直立校を持ち、 4本の鞭毛を

持つ遊走子を形成する藻株が分自監された。これらの特

徴は、緑藻、カエトフォラ目、 Dilabifi lum属と一致

する.これまで本属の種として D.arthopyreniae、

Q.旦巴些些堅、 Q.区旦tziiの3種が報告されている

(Tschermak-Woess 1970).今回得られた漠株を John-

son and John (1990)の記載と比較・検討した.その

結果、この藻株は D.arthopyreniaeに最も近縁であ

ることが明らかになったが、この種より旬旬糸の幅が

広い.また、この昔車線は旬旬枝のみ細胞壁の肥厚が見

られ、更にコロニーの中で遊走子嚢を蜜に形成する。

これらの特徴から、この藻繰は Dilabifilu皿属の新績

と認め、 Di labifi lum densesporall urrlと命名した.

(広大・理・槌)

(42) 0前川行幸・杉山篤志・喜田和四郎:カジメ海

中林の生産力推定モデル

海中林の構造や生産力を規制するもっとも重要な要

因は水中および海中祢内の光環境である.そこで、カ

ジメ海中林について、光環境と光合成活性を基E曜にし

た、君事落生産力を推定する数学モデルを提案する.本

モデルに必要なパラメータ群は 1)日射量の日変化、

2 )海中林が形成される水深、 3)海水および群落の

吸光係数、 4)薬体の光合成ー光曲線等である.この

数学モデルについて、水深、群落や海水の消散係数を

さまざまに変化させ、パーソナルコンビュータ上でシ

ミュレーシヨンを行い、これらの要因が群落の生産力

に及ぼす~留について推定した.平均的な沿岸海水の

消散係数を設定した場合、水深20皿以深ではカジメ群落

は成立し得ないとの結果を得た.これは、これまでの

調査結果とよ〈一致していた.また、生産力の推定値

は実測値ともよ〈一致し、本数学モデルの償額性が確

かめられた.カジメ群落の生産力や群穫の形成に最も

重大な影響を及ぼす要因は、濁りによる海水の消費k係

数の婚大であることも明らかとなった.

{三軍大・生物資源}
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(43) 0高坤山ト有賀祐勝料・浅間浩二跡事

石原利章・赤野{敵・清原正高林将:

紅藻オゴノリ類の高CO2条件下での培養

CO2有効利用の可能性を探ること，並びにCO2の生態

学的影響を明らかにすることを目的として，異なる

CO2漉度下でオゴノリ類(Gracilaria chi lensis. 

生盤以主i主sp.)を培養し，その成長を比較した。藻体

(長さ約20cm)を350ppm. 1000 ppmまたは1600ppmの

CO2を含む空気を通気しながら20'C. 300μE m-2s・1で

培養し，その鮮重を測定した結果，高濃度のCO2を通気

したものほど成長がよいことが明らかになった。培養

液のpHは.350，1000，1600 ppm CO2のいずれの培養にお

いても，時間とともに暗期には徐々に低下して最低値

に達し，明朗には急速に上昇して最高値に逮するパタ

ーンを示した.また，高浪度のCO2を通気したものほど，

t音議液中のDIC(溶存無機炭素)灘度が高く，藻体によ

るNOs-の取り込み量が多いことが分かった.一方.

DICを10mMまで高めた海水中で両種の光合成速度がい

ずれも高まることが明らかになった.高濃度のC02tこよ

るオゴノリ類の成長促進は，培養液中の全無機炭酸灘

度の高まりに伴う炭素・栄養塩の同化作用の増大によ

るものと考えられる。(本(株)関西総合環境センター，

終東水大，林本京大， 林将関西電力(株))

(44) 0井山由子康・皆川富美:初等中等教育段階にお

ける藻類の扱われかたの問題点

高校生・大学生・一般人の藻類に関する知識は想像

以上に乏しい。例えば、我々が調べた千名以上の普通

科高校 1年生の半数以上がホンダワラ・トサカノリ・

アオサを知らず、半数以上の生徒が生のヒジキは黒色、

生のワカメは緑色と答えている.また、クロレラ・ヒ

ジキ・モズクが光合成をすると答えた生徒は、半数以

下であった。これは、小学校・中学校理科で務類に関

する学習が十分でないためと考えられる。そこで、学

習指導要領が改訂されるごとに出版された小・中学校

の理科教科書で、議類の扱われかた調査してみた.

小学校の教科書では、昭和30年代まで海藻が級われ

ていたが、その後は水の中の小さな生物としてわずか

な植物プランクトンを残すだけとなった。中学校の教

科書では、言車類が最も頻繁に登場したのは昭和40年代

で、現行の教科書では、海穫・プランクトンともにや

や扱いが軽くなっている.最近改訂された学習指導要

領に従えば、これまでよりも陸上の高等植物に偏った

扱いとなる可能性が高い。学会としてなんらかの対応

が必要ではなかろうか。(東京学芸大・生物)

一般講演

(45) 0二羽恭介・ ・申宗岩“・三浦昭雄日.

有賀祐勝・ :スサビノリの紫色型色素変異体の遺伝

分析

紅諜スサビノリでは，殻胞子の発芽時に減数分裂が

起こり 4細胞期の発芽体は線状四分子に相当するの

で，色素変異体を用いた交雑実験により四分子分析が

可能である。本研究では.スサビノリの紫色型色素変

異体を野生型及び緑色型と交雑させ，遺伝分析を行

なった。紫色型と野生型を交雑させた場合，異型接合

型F，糸状体は野生型を示し. F，葉状体では紫色型

と野生裂からなる区分状斑入りキメラが高頻度で生じ

た。このことから，紫色型は単一の劣性遺伝子の支配

を受けていると推定される。また紫色型と緑色型を交

雑させた場合，異型接合型F，糸状体は野生型を示し

た。この糸状体は紫色型遺伝子と緑色型遺伝子が相補

的に作用した 2遺伝子雑種であると考えられる。この

交雑における F，葉状体では，紫色型と緑色型のほか

に野生型と新しい色彩型を加えた 4種類の色彩型から

なる区分状斑入りキメラが高頻度で生じた。四分子分

析の結果，両親型に比べて非両親型の個体数が若干少

なかったが，紫色型と緑色裂の遺伝子は異なる連鎖群

に属することが示唆され，野生型と新しい色彩型は染

色体聞の組換えによって生じたものと考えられる。

(・東水大・藻類，日東水大・藻類増殖)

(46) 0駒崎健・有賀祐勝:紅藻スサビノリのプロトプ

ラストの培養

海洋細菌由来の粗酵素を用いてスサビノリ禁状体から

プロトプラストを単離し，その培養条件を検討した。

プロトプラストの再生率は葉齢により変化し，葉齢約

40日の葉状体から単離したプロトプラストでは約2%であ

ったのに対し，葉齢約70自の葉状体から単離したプロト

プラストでは再生は認められなかった。酵素処理の際に

用いる浸透圧調整剤には，マンニトール，ソルビトー

ル，シュークロースが適しており， NaCIを用いると再生

率は低下した。培養液中の浸透庄調整期jの機度は徐々に

(0.2-0.1門day-')下げた方が再生率は高かった。マ

ルチウヱルプレート中で培養した際の細胞密度に関しで

は，低密度 (26.5-265細胞 cm-2) の場合より高密度

(2650細胞 cm-2) の場合の方が再生率は低かった。葉

状{本中央部から単離したプロトプラストを培養すると，

多くは，細胞壁を再生した後，不規則に分裂し，仮根を

形成し，更に分裂を繰り返して不定形の禁状休になった。

この不定形の葉状体からは単胞子が放出され.この単胞

子は発芽して葉状体になった。一方.J産状体の先端部付

近から単措置したプロトプラストを培養すると，多くは.

綾胞子や単胞子と同様の分裂様式で禁状休になった。

〈東水大・獲量買〉



(47) 0坂西芳彦*・嵯峨直値判: コンブ目縞物配偶

体の凍結保存の試み

大型藻類では継代精i髭による系統保存が行われてい

るが，このような方法にはいくつかの間題点があり，

凍結保存法開発への期待が高まっている。緑穫と紅穫

については液体窒索中での生存が確認されているもの

の，褐藻については極めて少ない。そこで，褐藻培養

細胞の保存法に関する技術開発研究の一環として，コ

ンブ目植物の配偶体培養細胞を凍害防御剤処理，予備

凍結を経て，液体重索中で凍結させ，融解後の細胞を

調べた。

オニコンブ(回国盟己主也盆弘主主)の雌性配偶体培

養細胞を凍害防御剤混液(ジメチルスルフォキシド，

ソルピトール)に懸濁させ. -400Cまでゆっくりと冷

却(発泡スチロール製の箱とディープフリーザーを併

用)した後，液体窒索中に投入した。 4日後に液体窒

素から取り出し.40・Cの温水中で急速に解凍した。解

凍後の細胞はエバンスブルー染色による生死事j別を行

い，生存率を求めた。細胞の生存率は低かったが，解

凍後の細胞懸濁液を培差したところ，細胞の治績を縫

認することができた。

(*水産庁・北水研，料東海大・海洋)

(48) 坂西芳彦: 寒海性コンプ日植物の光合成ー温

度特性について

ナガコンプ<1，呈叫且且呈担単語呂盟)は道東沿岸よ

り千島列島に分布し，低潮線から漸深帯に濃密な群落

を形成する。本種は産業的にも重要な種類であるが，

その生理学的特性に関する知見はきわめて乏しい。今

回は，ナガコンブの光合成ー温度特性とその季節変化

を謂ベた。

釧路市桂恋地先の岩礁地帝で，低潮線直下に生育す

るナガコンプを採集し.~体よりコルクポーラーで打

ち抜いた薗積約3 cがのディスクを光合成測定の試料

とした。ろ過海水で満たした100田lの酸素ひ.んにディ

スクを入れ，種却の温度条件の下でインキュベート，

インキュベート前後の溶存酸素をウインクラ一法で定

量し，その噌加を光合成とした。

11-1月の測定では，光合成最適温度は20-250Cで

あった。

(水産庁.~t水研)
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(49) 0粛藤宗勝率・片山野康科・横浜康継料事

ナンブワカメの糸状体と胞子体における光合成一温度

特性の違い

褐藻類の異形の世代交代を行なう種類では、有性世

代と無佐世代との聞の生長・成熟に適する環境条件が

異なっていると言われている。ワカメにおける遊走子

の発芽体である糸状体と胞子体の場合も、これらが生

育する水温や光の条件には明らかな違いがある。した

がって両者の生理活性の面にも棺遠のあることが予想

されることから、三陸で養殖されるナンプワカメの両

世代における光合成と温度との関係を調べた。糸状体

は22.C、1500-20001x、12L-12Dの条件下で室内培養

されたものであり、胞子体は室内培養された糸状体に

由来する幼胞子体を天然の漁場で養殖したものである。

その結果、糸状体の光合成長量適温度は27.5-cであり、

胞子体では22.5.Cであった。また、この最適温度を中

心として高い活性を示す温度範囲は糸状体のほうが狭

かった。さらに、最適温度より低い温度域では糸状体

の活性が相対的に低く、最適温度より高い温度である

30.Cでは高かった。

け盛岡大短大，村東京学芸大・生物，

参事本筑波大下回臨海実験センター)

(50) 0長島秀行*・小西徹林・権回武彦*:南極産緑

藻の温度適応 1 .光合成活性と耐凍性

南極大陸の湖沼周辺の土緩やコケ群落内には微細書草

類が生育している。その温度環境は夏期は20'C以上に

上がるが、冬期はすイナス数十度にも下がり、生物にとっ

て極めて厳しい環境となる。そこで南極産緑藻の耐凍

性を調パることにより、低温環境に対する適応の機織

を明らかにしようとした。材料は南極村7-]."JI'レーのすイ

7-]."湖周辺の湿土君主試料より分離した如何色担旦且皇

sp. 82A様と、対照として温帯産知的色担旦旦皇陛re

noidosa IAM C-28株を用いた.試料は「低温顕微鏡」

の、温度制御された試料室にセットし、凍結・融解さ

せたときの細胞形態の変化をビデオカメラで撮影し、

さらに酸素計に移して25'Cにおける光合成活性を測定

した。その結果、マイナA20'Cまで下げた後室温にもどし

ても、南極産クロレラでは光合成活性を失わなかった

が、温帯産ではほとんどその活性を失った。また、そ

のとき南極産クロレラでは細胞の収縮はわずかであっ

たが、温帯産では顕著であった。これらのことから、

南極産クロレラの耐凍性について考察する。

(*東京理科大、 H 日本油脂)
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(51) C萩原富司・・ 渡辺信“:岩手県湯川温泉よ

り分離した2種の藍藻の形態と耐熱性

温泉にはいろいろな藍藻が也息することが知られてい

るが，とれらの藍藻についての成育温度範囲や，耐繋掛

構については未解決の部分が多い。演者らは1990年 9月

に岩手県の湯川温泉の河床から分離した 2種の藍藻

旦里担旦且a担当r.旦笠E盟主竪主叫皇室空の形態的特

徴，微細構造，培養実験による成育温度範囲およびそれ

らの耐熱機構について調べたので報告する。

光学額微鏡および電子顕微鏡による観察の結果，とく

にP.vesiculosaについてはこれまで報告のなかった微細

構造が明らかとなった。すなわち群体中心部の柔組織か

ら縁辺部にかけて偽糸状体が発達し，細胞は堅固な粘質

鞘に囲まれ，葵の中の豆のように配列していた。いろい

ろな温度で培養した結果.f.maiorは4ト 50"Cに. ~. 

空豆旦担旦は40.C付近に最適温度を示した。またF.

maiorは60"Cで10日間生存でき，乙の条件になると若い

側枝の伸長が減少した。 P.v笠主且笠空は65.Cで 2日間生

存でき， ζの条件では細胞の間隔が広がり，大きさも不

均等となった。とのような両横牲は蛋白質と脂肪酸の変

化で説明されるといわれている。そごで30・Cと50.Cにお

ける藻体の蛋白質と脂肪酸を分析した結果，両種とも温

度によって明らかな相違点が認められた。

(・環境研究センター〆咽立1震完研)

(52) 0樋渡武彦・湾口友宏・徳田 E駒・高鳩山

帥・岡崎恵視輔*・石原利章・赤野 徹・清原正高綿*

*ハプト覇軍坐並立笠笠笠笠竺豆旦によるCO.固定

G.oceanicaの石灰化によるCO2固定を明らかにする

目的で異なるCO2灘度 (0.036.0.2. 0.5%)で8日聞の

培養試験を実施した(温度:20.C.党強度:200μ目。l

photons/rrfls)。石灰化速度と増殖速度は0.036%が最

も良く，次いで0.2%であった。 0.5%では滑殖しなかっ

た.この時の0.2と0.5%のpHは1日自にしてそれぞれ

8.2から7.5と7.2に低下した e 増殖不良の原因として

pHの低下が考えられたので，次にpHを8.2にコントロー

ルして問機の試験を行った。その結果，増殖速度は3者

とも大きな違いは見られなかったが.石灰化速度は0.2

と0.5%の方.oSO.036%に比べて2.5倍程高かった。この

ことはCO.濃度が高いことにより .1個の細胞のサイズ

が増大し，表面積を噌やし，石灰化量を高めたことを示

すものであった。以上の結果から.pHをコントロール

することにより，高CO.濃度で石灰化を促進させること

が可能であることが判明した。

(*日本エヌ・ユー・エス(株).帥(株)関西総合

環埼センター，本柿東京学芸大学.制制関西電力(繰り

(53) 。岡崎恵視・有賀秀二・岡村好子:円石藻(ハ

プト植物門)の光合成におけるカーボニックアンヒ

ドラーゼの役割

海産の単細胞石灰務である円石藻の Pleurochrysis

E旦rt旦互主旦と E目ilianiahuxleyiの光合成におげるカ

ーボニックアンヒドラーゼ(CA)の役割について研究し

た.その結果次の知見を得た。

(1)この二種の円石漢には細胞内にCA活性が検出され、

その活性は淡水産の Chla田川omonasreinhardtiiに

見られる全日活性の1/20-1/60であった。 (2)これら

円石藻の光合成(pH8.2)では、光合成速度の1/2Vmax 

を得る HC03-濃度 [Km(HC03-)]は約1.5州でE・盟主二

hardtiiの約10倍であった。 (3)円石藻におげるこの

Km (HC03-)値は CAの特異的阻害剤であるアセタゾール

アミドとエトキシゾールアミドによりさらに増大した

が、その阻害はHC03-濃度の増加と共に減少した。 (4)

Eι三主主旦旦の培養メディウム中の会炭酸濃度を通常

のレベル(約 2mH)から低濃度レベル(約40μH)に変

えると、 CA活性は増加した。その際、タンパク質合成

組害剤のサイクロヘキシイミドを添加すると活性の増

加は抑制された。これらの結果は、この二種の円石藻

の光合成は高濃度の炭目立(約 2田H)に適応しているとは

言え、淡水産微細務員l'iの場合と同様に CAが炭fi賛同定

に !Ú~な役古11;を泌じていることを示している。

(東京学芸大・生物)

(54) 0畠中芳郎・小林修・東原昌孝・檎山圭一郎:

日盟主l!社1呈の溶解醇索に関する研究

担旦lielliの細胞融合を行うにあたり、細胞膜を露

出させる必要がある。現在までにプロテアーゼ系の溶

解酵素により、形態が変化することを発見しているが

酵素による細胞の溶解を定量的に確認できなかった.

今回、担旦且斗旦斗呈が特異的に蓄積するグリセロール

が静索処理により細胞外に溶出することを利用し、酵

素による細胞溶解の定量化に成功したので報告する。

方法としては、高張条件で培養した細胞を 1Mソル

ピトール溶液に懸濁し、各種酵素を加えて 30.C、 1 

時間反応させた後、反応液中のグリセロールを醇索法

またはガスクロマトグラフィーで定量する。

以上行った結果、細胞形態の変化をひきおこす各種

酵素で処理した場合、著量のグリセロールが細胞外に

溶出し、定量的に測定が可能であることが判明した。

今後、本方法を用い自己溶解酵素など、より緩和な粂

件でプロトプラスト化を行える酵素の検索を行う予定

である。

(大阪市工研}



(55) 0舘脇正和・鈴木稔・・:紅海胞子の自家着生阻

害物質(アレロケミカル)についての検策

紅部類の胞子は母様〈巣胞子体・四分胞子体〉から

放出されると.tt降し.直ちに地物に着生し発芽を閲

始するとされている.しかし，多〈の種額で.ペトリ

皿の中で胞子を放出させた後，母穏をそのまま共存さ

せておくと.胞子は底部に着生せず長時間需過してい

ることが知られている.この現象から各祖母鵡浸出液

を利用して，紅謙譲の無菌培養のための胞子沈静波が

考織されたが(Tate曹akiet a1. 1989).その胞子着生阻

害物質のーっとして，種々の紅誕のメタノール抽出物

から単揺される高度不飽和脂肪酸のイコサペインエン

酸を選ぴ.そのナトリウム塩と様々な種額の梅滋浸出

液と対比させながら.イトグサなどの胞子着生につい

てのアレロパシー活性を調べた. その結果，縄重量オ

キナワモズクから単隠されたオクタデカテトラエン俊

(Kakisawa et al.1987)と悶織に 2ppIII以ょの濃度で

著しい阻害作用が見られた.

~北大・理・泌&l研.・・理・環境化学〉

(56) 0池谷和則・山本鎗子・渡辺真之・:ラン11

lIicrocystis属3榛の脂肪酸組成について

富栄養化の進んだ湖沼では，夏期になると lIicro-

cystls属によるアオコの発生が著し<.その悪臭や

-OIIの穏がもっ毒性で.この属への分類学的な関心も

高まってきている.本報告では lIicrocystisviridis. 

11. ，esenbergii. 11. eltlbensの3稼の脂肪館組成につ

いてJt較した.

11. Yiridisと 11.，esenberg i iの主要な脂肪酸は.

C 16:0で全脂肪践のうちの45-501lolXを占め，そのほ

かに C18:1， CI8:2. CI8:3. C18:4 の不飽和脂

肪酸を含んでいた. 一方.1/. e I sbensでほ C14:0. 

CI6:0. C18:1がその主なもので.前述の 2榛のよう

なC18ポリ不飽和脂肪酸は殆ど含まれず .lIicrocys t i s 

属よりは. C 18のポリ不飽和脂肪酸を含まないという

点で Anscystis. Syoecbococcusにより近い脂肪酸組

成であった.さらに.諏訪湖表層水から採取したアオ

コの脂肪酸組成についても分析し.アオコの主な構成

種である 11. Yiridisの組成とほぼ同じであることを

殖かめた.

{明大・農..化・・国立科学博物館)
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(57) 0吉田智成率・坂東忠司"・桐山卓也柿・山下

真柿本: 援合藻の増殖に及ぼす洗剤の影響

これまで合成洗剤が水質や生物に与える影響につい

ては多〈の報告がなされてきたが，氷界生態系におけ

る生産者として重要な役割を担っている藻額への影響

を見た報告は比較的少ない.ここでは，生活排水や数

種類の市販の洗剤lを用いて，接合藻〈主に血U旦主Q-

旦註i呈駐些盗盟且1，一部日笠鍾U盟由旦由主位D
の増殖に及ぼす影響を調査した.その結果，生活排水

中には藻類の増殖を阻害するような物質が存在し，時

間帯によって変化する影響の強さなどからその物質は

洗剤成分である可能性が高いこと，洗剤の種類区よっ

て特有の形態をした異第細胞が出現する場合があるこ

と，洗剤を標準使用量で用いても強い阻害作用があり，

石鹸よりも合成洗剤にその作用が著し<，しかも長〈

持続すること，土議添加によって阻害作用が大き〈軽

減されることなどが確認された.さらに，藻種を使い

分けることによって，試水そのものが生物に与える影

響を微妙位判定できる可能性が示唆される.

( *京都府立蒐道高， 帥京都教育大・生物， 林事神戸

市立雲中小〉

(58) 0彊原美香中・小持制子市・網島情*事・車問晴irホ**

:羽~~ケイ滞 E盟国t~ r.閉pe~喧 var. 色!!.iJi~ris のÆHI!l哩男(2)

本帽の形周費興ピついては洞口湖南町Iit科についτ繍青島(¥咽叫が報持 L企.

今回陪車岡 NorLhCaroJ ina州 Durha・に畠畠 D¥lkp.大学構内" 1四 11f.8月

にえ企柿 450個悼を飼賢し企ので.両肯を比帽しτ輪じる.

両者の締形慣の額度国吹町ょうである.

( *ffti時市大・生物. 事事車場て体た. 市*副島神祭川公衛蹴》

Syoedra rllllpp.sS K1I1 r:. Yllr. rllllll tar 15 (刷]tz.)1:円10. 訓ij;n出掛JI(

銅 庖

取 関

河口湖産 デユー今大学麿

特に明開 30.5 21.9 

ケイ続中央部町〈ぴれ 剛即 58.0 59.6 

明瞭でない 11.5 18.5 

中央郎 陪ぽま弓すぐ 11.2 14.8 

より先鏑邸までの両側線 問問す畠 88.8 85.4 

ケイ般の先制舗の暗号 側師状 74.0 84.8 

〈ちばし状 28.0 5.7 

士 45~m以上 8.7 3.5 

ケイ蹟畏 中 30-44μm 81.8 83.8 

'J¥，29μm以下 11.5 12.9 

大 ..3.5.um 5.1 1.1 

ケイ婚帽 中 ..3.0.um 70.2 89.6 

11¥，. .2.5μm 24.7 9.3 






